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 著者マイケル・L・・ルルン 氏・（イ ディアナ大学ブルーミ ト 校教授）は、これまでにレヴ

ィナスの倫理を英米圏の倫理学や道徳哲学と突き合わせた著書（Discovering Levinas, Cambridge 

University Press, 2010）を上梓しており、アメリカにおけるレヴィナス研究を牽引してきた人物と

言える。本書は、全四部・（計 11章）の構成になっている。第一部は概論となっており、同書で扱

われる問題圏が示される。第二部は「哲学的分節」と題され、第三者論を含めたレヴィナスの哲

学的テクストにおける倫理と政治の関係が議論の中心となるが、その一方で、リベラリズムと民

主主義こそが、各々の他者の他者性を認めるという点で、レヴィナス的な見地に立つならばもっ

ともその目的にそぐう政治体制であるとの議論も含んでいる。つづく第三部のタイトルは・「倫理・・

政治・シオニズム」であり、レヴィナスの預言者にかんする解釈やイスラエル建国、あるいはパ

レスチナとの緊張関係が扱われる。そして第四部「弁護」は、レヴィナスの道徳・政治理論への

批判に対して再反論するパートとなっている。 

 では、レヴィナスにおける「倫理」と「政治」の関係とはなんであろうか。ルルン の主張を

要約すれば、「顔」として啓示される他人との無条件的な「倫理」的関係と、限定される「政治」

的関係とを峻別したのち、前者が後者の範囲を定めるという意味で、準超越論的な条件となって

いるというものだ。そのような理論的解釈がもっとも鋭い仕方で展開されるのは、第四部第 11章

「レヴィナスとその批判者たち」である。そこでは、サイル ・クリッチー、ハワード・ケイギ

ル、ジュディス・バトラー、ジリア ・ローズによるレヴィナス批判が紹介されたのち、彼・彼

女らの読解が、いかにこの峻別を誤解し、自らの政治的立場を密輸入した恣意的なものであるか

を析出していく。ルルン の言葉はときに非常に辛辣ではあるものの、テクスト解釈を介した学

説の整理という重要な作業が行われているとみるべきだろう。 

 シオニズムをはじめとして、宗教的・政治的領域にかかわるデリケートなトピックにかんして

は、第三部第 10章・「レヴィナスの悪名高いイ タビュー」が本書最大の山場といっても過言では

ないだろう。本章で着目されるのは、1982年のサブラー・シャティーラ事件をめぐって行われた、

レヴィナスとアラ ・フィ ケルクロートへのラジオイ タビュー（« Israël: éthique et politique », 

Les Nouveaux cahier No. 71／「虐殺は誰の責任か：イスラエル――倫理と政治」内田樹訳、『ユリ

イカ』1985年 8月号）であり、ルルン は、虐殺されたパレスチナ難民への責任や、個別の一宗

教であるユダヤと普遍宗教としての役目を自認するユダヤの間でのジレ マなど、容易には踏み

込み難い主題に取り組んでいる。 

 本書は、レヴィナスにおける・「倫理」と・「政治」を主題とし、理論的考察のみならず、現実の政

治体制や事件をも取り扱った浩瀚なものとなっており、それだけに論争的な本ではあるものの、

今後レヴィナスにおける政治哲学やシオニズムを探る上で必読の一冊となるだろう。 

（石井雅巳） 


